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明日も健やかこどもの笑顔
みんなでつくる

こども・子育て応援都市

　わが国では、人口減少・少子高齢化が全国的な課題となっている中、本市の合計特殊出生率は、
厚生労働省「人口動態保健所・市町村別統計の概況（平成 30 ～令和４年）」において、1.71となっ
ており、全国平均の1.33、愛知県平均の1.44を大きく上回っています。令和６年12月に発表された、
日本経済新聞社の「全国市区ＳＤＧｓ先進度調査」においては、本市が「人口５万人以上10万人未満」
の自治体の中で３回連続１位を獲得しました。また、令和６年４月に人口戦略会議が発表した『地
方自治体「持続可能性」分析レポート』においても、全国1,729 の自治体のうち、わずか４％に相
当する 65 自治体が該当する「自立持続可能性自治体」に位置づけられました。これらは、本市が
目標とする「いつまでも　住み続けたい　サスティナブル健康都市おおぶ」の実現とＳＤＧｓ（持続
可能な開発目標）の達成に向け、日ごろから市民の皆様の声に耳を傾け、迅速かつ独自の政策を
推進してきた成果が目に見える形で表れてきたものと考えております。今後も子育て世帯をはじめ
多くの市民の皆様に住み続けたいと思っていただけるように取り組んでまいります。
　令和６年度は、こどもの学習習慣の定着をサポートする無料の学習支援事業「まなポート」の対
象を従来の中学生に加え、小学４年生から６年生までを追加し、市内の公民館で実施しました。
そして、こどもの就学等に係る経済的支援の充実を図るため、低所得の子育て世帯を対象とした
学習塾の利用助成につきましても、中学３年生に加え新たに中学２年生のこどものいる世帯を対象
に追加しました。
　また、こども家庭庁の掲げるこどもを中心とした社会を実現する趣旨に賛同し、「こどもどまんな
か」のまちづくりの取組として令和７年度から、市内の児童（老人福祉）センターで「こども部会」
を開催し、こどもの意見を聴く機会を設け、今後のセンター運営に活かすこととしています。さらに、
こどもが安心して学ぶことができる教育環境を整備するため、現在、中学校に設置している校内教
育支援室の設置を小学校にも拡大するほか、全ての子育て家庭に対して、多様な働き方やライフ
スタイルに対応する支援を強化するため、こども誰でも通園制度の制度化による乳児等通園支援
事業を実施するなど、子育て支援の充実を図ってまいります。
　この子育てガイドブックに掲載している様々な事業は、子育て世代向けの情報を始め、祖父母世
代など、幅広い世代の方々に役立つ子育て支援に関する情報を一冊にまとめて掲載しております。
より多くの方に子育てガイドブックをご活用いただき、本市での子育ての一助となれば幸いです。

子育てカレッジ

多様な集団活動事業の利用支援事業

地域型

こども（幸齢者）交流センター



大府市　子育てガイドブック

おおぶこども輝く未来応援八策
新規・拡充事業

全国的な少子化が進む中、　  大府市は、国の政策と連携して、子育て支援をさらに充実するとともに、こどもの目線に立ち、こどもたちが
自分らしく輝き、大人に          なっても健やかに暮らし続けられる未来の実現を目指す「こども輝く未来応援八策」を推進します。

6 生活・相談・支援

７ 遊び・教養

８ 地域づくり

不妊・不育症治療費の補助
　　　　　　　　　　　　　　　　 → 健康増進課

多目的トイレのベビーチェアの設置
（公民館、こども（幸齢者）交流センター等）

乳児通園支援事業の実施
　　　　　　　　　　　　　　→幼児教育保育課

多様な遊び、文化芸術・スポーツを通じて
想像力と豊かな感性を養います

みんなでこどもを育む、
こどもどまんなか地域をつくります

子育て生活と親子の心に寄り添う
きめ細やかな支援を行います

産前・産後サポーターの
派遣　　　　　　 → P13

産後ケアの推進　→ P16

こども・若者・子育てをしている人の
意見をきいていきます

かがや み　らい おう　えん

小学校4年生へのバイオリンの授業

大府市は、「大府市こどもどまんなか応援

サポーター宣言」と「こども基本法」に基

づき、みなさんから聴いた意見を大事にし

て、こども施策を進めていきます。みなさ

んが意見を言える場や仕組みづくりに取り

組み、みなさんの意見が実現できるかどう

かを考えながら、「こどもど

まんなかおおぶ」の実現を

目指します。

全小学校で4年生を対象に、バイオリンを
活用した音楽教育を実施しています。

小学校4年生から6年生を対象に、
1年に3校ずつ実施しています。

中学生を対象に、3年に1度
全校で実施しています。

小学校訪問コンサート

中学校訪問コンサート

学生の学びの道を拓き、若者の活躍と
交流（出会い）の場を創設します

希望する人が安心して結婚し、妊娠・出産
できる包括的なサポートを行います

子育ての不安を軽減し、こどもの
健やかな成長を支えます

誰もが利用しや　    　 すく、安全で
質の高い幼児教　    　 育保育を提供します

心身ともに健康で知恵と愛を
持つ児童生徒を育みます

１ 結婚・妊娠・出産 ２ 子育て（未就園） ３ 幼児  　教育保育 ５ 高校・大学・若者４ 小中学校（放課後）

土曜保育の開所時　　　間延長対象園の拡充
（大府保育園・荒池　　　　保育園： 午後 7時まで）
                                          → 幼児教育保育課

公立園にて一時的保育サービスのWeb
予約システム・キャッシュレス決済の導入
　　　　　　　　　　　　　→ 幼児教育保育課

子育て応援クーポンの発行（一時的保育
サービスを無料で利用）→こども若者支援課

放課後クラブにおける長期休業
期間中の昼食提供　→ 学校教育課

ICT教育の推進と英語・数学検定
受検料の補助　     → 学校教育課

若者の出会いの機会提供
　　　　　　　　　 → こども若者支援課

ひとり親家庭等模擬試験受験料
助成の実施　→ こども若者支援課

大府市学習支援事業
「まなポート」の実施 　　→ P22

若者会議の開催  → こども若者支援課

ひとり親家庭等大学受験料利用助
成の実施　→ こども若者支援課

子ども・子育て
応援基金
活用事業
大府市が独自に設置
した、八策のための
基金です。

大府市ニュース

※このページは無線綴じのノリがたくさん付く関係で 10mm（5mm+5mm）あける必要があります
↓

多子世帯にお　　　ける保育料の
負担軽減　　　　　→ 幼児教育保育課

大府市は、遊びと体験を通じてこ

どもたちの創造力と豊かな感性、

主体性を育む場を創出し、天候に

左右されることなく、屋内で安全

に遊ぶことができる施設として、

「おもちゃ美術館」を整備する

予定です。令和9年度開館に向

けて準備を進めています。 施設イメージ（木曽おもちゃ美術館webサイトより）

新規・拡充事業 新規・拡充事業 新規・　　　拡充事業 新規・拡充事業 新規・拡充事業

主な既存事業 主な既存事業 主な既　　　存事業 主な既存事業 主な既存事業

ひとり親家庭等学習塾利用
助成の実施　→ こども若者支援課

ひとり親家庭等模擬試験受験料助
成の実施　→ こども若者支援課

大韓民国洪城郡の青少年との交流

大府市こども家庭センターの運営

主な既存事業

バイオリンによる音楽教育 → 文化交流課

主な既存事業

主な既存事業
「こどもどまんなか応援サポーター」の
活躍促進

公立保育園に　　　て使用済紙おむ
つ処理の実施        → 幼児教育保育課

中学生の給食費の完全無償化
小学校の給食費無償化に向けた給食
費無償化基金の設置　→ 学校教育課

「おおぶレインボープラン」の推進
（校内教育支援室の開設等）　→ 学校教育課

新規・拡充事業

木育の推進（木育キャラバンの開催等）
　　　　　　　　　　　　　　 → こども若者支援課
　　　　　　　　　　　　　　 → 健康未来政策課

新規・拡充事業

新規・拡充事業
こども（幸齢者）交流センターの休館日の
見直し　　　　　　　 → こども若者支援課

※R7.10.1 児童（老人福祉）センターから名称変更予定

予防接種費用の助成拡大
　　　　　　　　　　　　　　　　  →健康増進課

1ヵ月児健康診査内容の拡充
　　　　　　　　　　　　　　　　  →健康増進課



共和西こども幸齢者交流センター
北山こども交流センター
北山幸齢者交流センター
東山こども幸齢者交流センター
※こども（幸齢者）交流センター
　R7.10.1 児童（老人福祉）センターから名称変更

こども（幸齢者）交流センター

共和会たんぽぽ保育園



ながねくすのき保育園
（R7.9月 移転予定）

神田こども幸齢者交流センター北崎分館（神田っ子プラザ）
神田こども幸齢者交流センター
大府こども幸齢者交流センター
※こども（幸齢者）交流センター
　R7.10.1 児童（老人福祉）センターから名称変更

こども（幸齢者）交流センター

※こども（幸齢者）交流センター
　R7.10.1 児童（老人福祉）センターから名称変更

保健センター・こども家庭センター

※R7.10.1 子どもステーションから名称変更

共長こども交流センター
こども（幸齢者）交流センター



※こども（幸齢者）交流センター
　R7.10.1 児童（老人福祉）センターから名称変更

石ヶ瀬こども幸齢者交流センター
吉田こども幸齢者交流センター

こども（幸齢者）交流センター

※こども（幸齢者）交流センター
　R7.10.1 児童（老人福祉）センターから名称変更

大府こども幸齢者交流センター
こども（幸齢者）交流センター

保健センター・こども家庭センター



SECTION

2 子育てサポートカレンダー

大府市　子育てガイドブック

SECTION

2

おおぶ子育てガイドブック11 おおぶ子育てガイドブック 12

SECTION

2

妊娠期 １歳 2歳 3歳 4歳 5歳 就学出生 ６か月～

保健

相談

（預ける）
子育て支援

　手当・
助成金の
申請

10か月児
食べる機能
健診　P.16

                                               

おおぶファミリー・サポート・センター P.28
▶こどもステーション(44-4541)

    

　

子育て支援センター▶こどもステーション（44-4541）・おおぶっこ広場（46-4152） 　

     

 

予防接種 P.17

新生児聴覚検査  P.16
乳児健診（１か月・４か月・６～10か月） P.16
産婦健診（２週間・１か月）  P.13

離乳食教室（初期～中期）
P.16

ジョイジョイ(親子育成支援事業) P.25  ▶こどもステーション(44-4541)

おひさま(発達支援センター) P.35　    ▶おひさま（47-7834）

みのり(発達支援センター)    P.36 　   ▶みのり(38-6050)

すくすく 　▶幼児教育保育課（85-3895）・学校教育課（46-3332）

一時的保育 P.30
     ▶幼児教育保育課（85-3895）　

 

特別支援学級
▶学校教育課（46-3332）

フッ化物洗口

１歳６か月児健診
　　　　  　P.16

３歳児健診 P.16P.16２歳児歯科健診
 

認可保育園・地域型保育事業・認定こども園 P.18
▶幼児教育保育課（85-3895）

自由参加あそびサークル「あんぱんまん」・ファミリークラブ P.26 
　　　　　　　　　　　　　　　▶各こども（幸齢者）交流センター

病児・病後児保育 P.30 
▶幼児教育保育課（85-3895）

出産育児一時金（ご加入の健康保険へ） P.15

障がいのあるお子さんへの支援制度 P.31

児童手当 P.14
児童扶養手当 P.36
ひとり親家庭への支援制度 P.36

子ども医療費助成 P.14
母子家庭等医療費助成 P.36

▶こども若者支援課（45-6229）

▶保険医療課（45-6230）

▶保険医療課（45-6330）

就学援助 P.21
▶学校教育課（46-3332）

国民健康保険税産前産後軽減制度 P.15
国民年金保険料産前産後免除制度 P.15

健康相談 P.39

ことばの相談
こども相談 P.38

                        ▶
子育て電話相談・窓口相談 P.38
こどもステーション、各こども（幸齢者）交流センター、幼児教育保育課

妊婦健診、妊産婦歯科健診 P.13

母子健康手帳の交付 P.13

こんにちは赤ちゃん訪問 P.16

産後ケア P.16

オンライン相談・メール相談・利用者支援(地域子育て相談員による相談) P.39　▶こどもステーション(44-4541)

育児支援家庭訪問員による相談 P.25　▶こどもステーション（44-4541）

妊娠・出産・子育て・家庭児童相談 P.39　▶こども家庭センター(57-0219)

障がい者相談支援センターによる相談 P.40　▶ふれ愛サポートセンター　スピカ（48-3011）

プレママ交流会・０歳児を持つ親の交流会（月齢別）、多胎児交流会 P.23･24　▶こどもステーション(44-4541)

OBUパパ&ママサロン P.13

放課後児童クラブP.20
▶学校教育課（46-3331）

P.39

家庭訪問・面接・電話相談
▶ ）0008-74（）課進増康健(ータンセ健保

妊婦のための支援給付金
おおぶこども未来応援金 P.15
　▶保健センター（健康増進課）（47-8000）

※児童（老人福祉）センターから名称変更（R7.10.1～）

※



こども家庭センター(57-0219）

こども若者支援課

保健センター（健康増進課)(47-8000）低所得の妊婦に対する初回産科受診料支援制度

経済的事情のある妊婦の方を対象に、妊娠判定検査のための初回産科受診料の一部を補助します。
受診前または受診後に申請が必要です。詳細は保健センターまでお問い合わせください。

保健センター（健康増進課)(47-8000）

保健センター（健康増進課)(47-8000）

保健センター（健康増進課)(47-8000）

こども若者支援課 こども

母子健康手帳の交付を受けた妊婦と出生後6カ月に達する月の末日を迎えるまでの乳児の
保護者であって、親族等から十分な支援を受けることが難しい方。
平日（午前9時～午後6時）600円 ・ 休日、祝日、平日（午前8時～9時）800円
※ただし、住民税非課税世帯、生活保護世帯は無料。キャンセル期限を過ぎてキャンセルされた場合、キャンセル料が発生します。

こども若者支援課産前・産後サポーター派遣事業

妊娠期から出産後の家庭を支援するため、産前・産後サポーターがご自宅に訪問して家事や育児をお手伝い
する事業です。

対象者
費　用

（1時間あたり）

公式

妊婦のための支援給付金

マタニティマークを知っていますか？
 妊娠初期は、お腹が目立たず、外見からは見分けがつきませんが、マタニティ
マークをつけていることで、周りの人が気づきやすくなります。妊娠中は、
さまざまな苦労をすることもあります。
マタニティキーホルダーは妊娠届を提出された方にお渡ししている配布物の中
に入っていますので、ご活用ください。

マタニティメモ

こども若者支援課

第3子のカウントは22歳年度末までの子までです。
出生後等の児童手当の請求は、15日以内に手続きを行ってください。 
原則として申請の翌月分から支給開始となります。

支給対象：市内に住民票があり、高校生年代までの児童（18歳到達後の最初の年度末まで）を養育し
ている方に支給します。

支給対象児童

0歳から3歳未満

3歳から高校生年代

第1・第2子

 一律 15,000円

 一律 10,000円

お子さんの健康保険の資格情報の分かるもの
（資格確認書、マイナポータル画面、マイナ保険証等）

第3子以降

 一律 30,000円




